
別紙１

１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

　生産者の高齢化により、貸付先の育成とあっせんが必要。
　後継者や集落営農組織が無い。
　農地を維持できない。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

③地区内における70才以上の農業者の耕作面積の合計 90.07ｈａ

・担い手に集積・集約化する。
・新規参入を促進する。

実質化された人・農地プラン

　うち後継者未定及び不明の農業者の耕作面積の合計 30.54ｈａ

直近の更新年月日

令和3年2月25日平成25年2月28日

作成年月日対象地区名（地区内集落名）

新保地区（下記に対象集落）

市町村名

富山市

当プランの対象となる集落

（備考）

503.6ｈａ

286.2ｈａ

25.1ｈａ

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

秋ヶ島、押上、上八日町、経田、栗山、才覚寺、新保、惣在寺、塚原、任海、友杉、南央町、西荒屋、萩原、
福居、別名、南中田、吉倉


